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今月の特集

いざというときのために...。

第2回うまいもん市inあいなん!

「ひとごと」から「わがこと」へ!人権ふぉーらむ
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
一面の銀世界となった僧都

小学校の校庭です。子ども達は、雪

合戦などをして楽しく遊んでいまし

た。子ども達が作った伝統のお菓子

「ひがしや

ま」(P23参

照 )を真ん

中に記念撮

影

2/3

1月　兵庫県篠山市との災害応
援協定締結 (17 日 篠山市 )、越
田集会所建設地元協議 (18 日・
23 日 )、和口地区消防庁舎建設
説明会 (19 日 )、いやし博 2012
キャンペーン(21日 新居浜市)、
愛媛県津波避難訓練 (22 日 )、
中村時広新春の集い (25 日 松
山市 )、宇和島ひめぎん会新春
特別講演会 (26 日 松山市 )、愛
南町人権ふぉーらむ (28 日 )、
愛南町消防出初式 (29 日 )、愛
媛県町村会全員連絡会 (30 日 )、
四国防災トップセミナー・四国
地方公共工事品質確保推進協議
会 (31 日 高松市 ) など
2 月　うまいもん市 in あいな
ん (5 日 )、愛媛県土地改良事業
団体連合会理事会ほか (6 日 松
山市 )、宇和島圏域首長座談会
(6 日 宇和島市 )、B&G 全国サ
ミット (7 日 東京都 )、国交省
陳情 (8 日 東京都 )、愛媛大学
医学部と愛媛県国保診療施設連
絡協議会との懇談会 (8 日 松山
市 )、道路要望 (9 日 大洲市 )、
犯罪被害者支援連絡協議会総会
(10 日 )、自在園起工式 (11 日 )、
建国記念の日奉祝南予地区大
会 (11 日 宇和島市 )、東海杯少
年サッカー大会 (12 日 )、いや
し博 PR キャンペーン・共済組
合市町村長議員協議会ほか (14
日 松山市 )、道路要望 (15 日 
四万十市 ) など

南国愛南町では珍しい雪
景色です。写真は山出憩
いの里温泉です。(2/3)

船越小学校の児童8名
が、農林漁家民宿に宿泊
体験し、翌日には愛南グ
リーン・ツーリズム推進
協議会の指導を受け、石
窯ピザ焼き、ほうちょう
汁作りに挑戦しました。
(1/14〜15)

消防新庁舎の建設を予定
している和口地区で説明
会を開催し、現消防庁舎
の現況、建設用地選定の
経緯、立地のメリット・
デメリットなどについて
説明をしました。(1/19)

長月小学校で、国交省大
洲河川国道事務所主催に
よる防災出前講座が行わ
れ、児童41名が照明車の
操作体験に挑戦したり、
排水ポンプ車の実演を見
学しました。(1/19)

東京都港区の笹川記念
会館で開かれた「第4回
B&G全国サミット」で、
御荘B&G海洋センターが
優良海洋センター特A評
価として表彰され、清水
町長が表彰状を受け取り
ました。(2/7)

一本松中学校1年生46名
が、国道56号一本松改良
事業の工事現場(増田)を
見学しました。写真は距
離や角度、高さが測れる
測量機「トータルステー
ション」をのぞきこむ生
徒たちです。(1/16)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p26

「ふれあい健康マラソン大
会」では、愛媛大学南予水産
研究センターからも14名が参
加していただきました。
(2/5)【P24参照】

「うまいもん市inあいなん」で初め
て開催された「うまいもんコンテス
ト」で、見事グランプリを獲得した
「お食事処なにわ」の皆さんです。
(2/5)【P6参照】

「人権ふぉーらむ」のオープニングでは、解放未来
塾テーマソング「私たちの合言葉」が、元南高吹奏
楽部顧問の土居俊

しゅんいち

一先生の指揮、城辺中学校吹奏楽
部の演奏によって会場全体で合唱されました。
(1/28)【P7参照】

p6 愛南の冬もうまい！
第2回うまいもん市inあいなん!

p4 いざというときの
ために...。

p7 「ひとごと」から「わがこと」へ!
人権ふぉーらむ

久良地区で行われた
「愛媛県津波訓練」で
は、津波一時避難場所
からさらに高所に避難
する「二段階避難」が
行われました。
(1/22)【P4参照】
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い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
.
.
.
。

　
昨
年
3
月
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も

1
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
震
災
復
興
の
道
筋
は
着
々
と
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
道
の
り

は
ま
だ
ま
だ
遠
く
険
し
い
も
の
の
よ

う
で
す
。

　
南
海
地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て

い
る
愛
南
町
に
お
い
て
も
決
し
て
他

人
事
で
は
な
く
、
大
き
な
被
害
と
犠

牲
を
も
た
ら
し
た
震
災
の
教
訓
を
決

し
て
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
の
取
組
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
今
号
で
は
、
先
日
行
っ
た
「
愛
媛

県
津
波
避
難
訓
練
」
と
兵
庫
県
篠
山

市
と
の
災
害
応
援
協
定
締
結
に
つ
い

て
、
そ
し
て
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
本
町
出
身
の
学
生
か
ら

の
投
稿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　 

愛
媛
県
津
波
避
難
訓
練

　
9
時
0
0
分
、
和
歌
山
県
南
方
沖

を
震
源
域
と
す
る
強
い
地
震
が
発

生
、
宇
和
海
沿
岸
に
大
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
久
良
地
区

を
訓
練
会
場
に
、
地
区
住
民
や
防
災

関
係
者
な
ど
約
5
0
0
名
が
参
加
し

て
「
愛
媛
県
津
波
避
難
訓
練
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
津
波
が
発
生
し

た
際
に
県
・
市
町
・
各
関
係
機
関
が

的
確
に
連
携
し
て
対
応
し
、
確
実
に

住
民
避
難
に
つ
な
が
る
よ
う
、
県
と

津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
宇
和

海
沿
岸
地
域
5
市
町
合
同
の
モ
デ
ル

的
な
津
波
避
難
訓
練
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

津
波
一
時
避
難
場
所
ま
で
の
避
難
誘

導
や
衛
星
系
防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
地
震
・
津
波
情
報
の
伝
達
、
要

援
護
者
の
搬
送
訓
練
な
ど
の
ほ
か
、

特
に
津
波
一
時
避
難
場
所
か
ら
さ
ら

に
高
所
へ
逃
げ
る
「
二
段
階
避
難
」

の
訓
練
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
防
災
無
線
か
ら
大
津
波
警
報
が
知

ら
さ
れ
る
と
、
自
主
防
災
会
の
メ
ン

バ
ー
ら
は
高
齢
者
宅
を
訪
れ
、
津
波

一
時
避
難
場
所
に
誘
導
。
久
良
小
学

校
の
児
童
ら
は
教
員
に
誘
導
さ
れ
な

が
ら
、
「
津
波
が
来
ま
す
!
一
緒
に

逃
げ
ま
し
ょ
う
」
と
周
囲
に
呼
び
掛

け
な
が
ら
小
学
校
ま
で
避
難
。
続
い

て
、
高
知
県
で
高
さ
10
m
の
津
波
を

観
測
し
た
と
の
情
報
を
受
け
、
津
波

一
時
避
難
場
所
か
ら
さ
ら
に
高
所
の

校
舎
の
屋
上
や
裏
山
の
砂
防
ダ
ム
な

ど
に
上
が
る
二
段
階
避
難
も
行
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
地
震
体
験
車
に

よ
る
揺
れ
体
験
、
防
災
教
育
講
演
会

な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
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被災地ボランティアに参加して

大分大学4回生 山下壽
す み

美      

　私は11月に10日間程宮城県七ヶ浜町に行き、初めの

3日間はボランティア団体として、そして残りは個人と

してボランティアに参加しました。この10日間は言葉

では表すには足りないほど、私にとってかけがえのな

い大きな経験となりました。

　現地ではボランティア活動として、がれきの撤去、

松林の清掃、仮設住宅でのコミュニケーション、イベ

ント補助など多くの活動を行いました。活動を行う中

で気づいたことは、ボランティアとは人とのつながり

なのではないかということです。去年の漢字でもある

「絆」。震災に負けじとがんばっている人々をとりま

く多くの絆を強く感じるとともに、私自身勇気づけら

れました。

　復興に向かっている東北。しかしまだ震災は終わっ

ていません。遠く東北の地での現状を知ってほしい、

そんな気持ちでいっぱいです。私が行った当時も七ヶ

浜町だけで、全国各地から毎日200人以上のボランティ

アの方々が訪れています。多くの支援が行われる一方

で、まだまだ支援を待っている多くの人たちがいま

す。しかし、支援といっても一方的ではなく、ともに

立ち上がる姿勢を忘れてはいけないことも大切です。

　私は東北の地でさまざまな人々と出会い、本当にた

くさんの刺激をうけました。特に同じ世代の大学生を

例に挙げると、生まれ育った地のためボランティアに

励む学生や、遠く離れた九州から休学して半年間滞在

し、活動を続け発信し続ける学生等。支援の形は様々

ですが、みんな気持ちは同じです。多くの人に少しで

も東北のボランティア活動に興味を持ってほしい、そ

して決して他人事とは思わないでほしいです。ちいさ

なことでもできることは必ずあります。そして、いず

れ来ると言われている南海地震に備えて意識を高めて

ほしいです。また、似た地域から公共の対策なども学

ぶべきであると強く感じました。

　ただ行ったという事実で終わらせるのではなく、東

北でできたつながり、絆を胸に行動を起こしていきた

いと強く思います。また、大学卒業までに再び東北へ

行きたいとも考えています。

　ともに前へ、七ヶ浜。ともに前へ、東北。

左から、河南克
か つ の り

典篠山市議会議長、酒井

隆
たかあき

明篠山市長、清水町長、斎藤議長

　
兵
庫
県
篠
山
市
と

　
災
害
応
援
協
定
を
締
結
!

　
阪
神
大
震
災
の
発
生
か
ら
ち
ょ
う

ど
17
年
目
を
迎
え
た
1
月
17
日
、

愛
南
町
最
高
峰
「
篠
山
（
標
高

1
0
6
4.
6
m
）
」
の
名
称
を
縁
と

し
て
、
兵
庫
県
篠
山
市
と
「
災
害
応

急
対
策
活
動
の
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
愛
南
町

に
と
っ
て
は
遠
隔
地
の
自
治
体
と
災

害
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は
初
め
て
の
こ

と
で
、
大
規
模
災
害
時
に
食
料
・
飲

料
水
・
生
活
必
需
品
な
ど
の
物
資
提

供
、
救
援
・
医
療
活
動
に
あ
た
る
職

員
の
派
遣
、
災
害
援
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
斡
旋
、
被
災
児
童
・
生
徒
の
受

け
入
れ
な
ど
を
行
う
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
は
、
東
日
本
大
震
災

で
の
災
害
支
援
の
あ
り
方
を
教
訓
に

篠
山
市
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
も
の

で
、
篠
山
市
の
酒
井
隆た

か

あ

き明
市
長
は
、

「
篠
山
市
は
山
ば
か
り
だ
が
、
愛
南

町
は
山
だ
け
で
な
く
海
も
あ
り
、と
て

も
魅
力
的
。
災
害
時
だ
け
で
な
く
平

時
か
ら
子
ど
も
の
臨
海
学
校
な
ど
市

民
レ
ベ
ル
の
交
流
も
進
め
た
い
」と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
清
水
町
長
も
、「
南

海
地
震
が
予
想
さ
れ
て
い
る
愛
南
町

の
方
が
支
援
を
受
け
る
可
能
性
が
高

い
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
で
き

る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
交
流
を
深
め
て

お
き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

1/　
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南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
駐
車
場
周
辺
で
、
「
か
き
」

を
メ
イ
ン
と
し
た
冬
の
特
産
品
を
P
R
す
る

「
第
2
回
う
ま
い
も
ん
市
i
n
あ
い
な
ん
」
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
1
万
5
千
人
を
超

え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
御
荘
湾
で
養
殖
さ
れ
た
「
か
き
」

約
2
万
個
が
用
意
さ
れ
、
大
鍋
に
よ
る
「
か
き

汁
」
の
無
料
配
付
や
「
か
き
食
べ
放
題
（
有

料
）
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
愛
な
ん
う
ま

い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
2
」
で
は
、
町
内

11
グ
ル
ー
プ
か
ら
町
内
産
の
旬
の
食
材
を
メ
イ

ン
に
使
用
し
た
16
品
の
料
理
が
出
品
さ
れ
、

来
場
者
の
投
票
で
1
8
3
票
を
集
め
た
「
熱

ア
ツ
!
ブ
リ
さ
つ
ま
（
お
食
事
処
な
に
わ
）
」

が
初
代
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。
2
位
に

は
「
海
鮮
丼
（
魚
食
研
究
会
）
」
、
3
位
に
は

「
す
り
身
の
ア
オ
サ
あ
ん
か
け
丼
（
シ
ー
サ
イ

ド
と
ら
や
）
」
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
か
き
数
当
て
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
」
や
餅
つ
き
体
験
な
ど
が
あ
り
、
楽
し
そ
う

な
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
特
産
品

販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、
寒
ブ
リ
、

真
鯛
な
ど
の
海
産
物
や
「
ひ
が
し
や
ま
」
な
ど

の
農
産
加
工
品
、
郷
土
料
理
な
ど
が
威
勢
よ
く

売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

愛
南
の
冬
も
う
ま
い
!

　
第
2
回
う
ま
い
も
ん
市
i
n
あ
い
な
ん
!

作り方
①ブリの焼いた身をすり鉢でおろし、昆布だし、麦味

噌、白ごま(炒りごま)を合わせておろす。

②砂糖、味の素、みりん、しょう油で味を調整。
(少々)

③焼きおにぎりにブリさつま汁をかけ炙
あぶ

ったブリの切
身(大きいもの2切れ)を乗せ、ねぎをまぶす。

米食鑑定コンクール国際大会で特別優秀賞に輝いたひ
とめぼれを、香ばしく焼きおにぎりにしました。その
上から出世魚といわれる縁起物の久良のブリをふんだ
んに使ったブリさつま汁。焼きおにぎりの上にブリの

炙
あぶ

りをのせ、上からブリさつま汁。ブリと味噌のハー

モニーをご賞味あれ。

材料(1人分)
久良のブリ 2切れ
おにぎり 1個
味噌
ねぎ
昆布だし

2/　
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熱アツ! ブリさつま 出品者「お食事処なにわ」
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
町
内
外
か
ら
約

4
0
0
名
が
参
加
し
て
「
愛
南
町
人
権

ふ
ぉ
ー
ら
む
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
森
口
健け

ん

じ司
さ
ん

を
迎
え
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
愛
南
町
出
身

で
現
在
、
大
阪
教
育
大
学
4
回
生
の
小
澤

有ゆ

う

き輝
さ
ん
と
、
以
前
、
南
宇
和
高
校
で
教
鞭

を
と
り
解
放
未
来
塾
の
活
動
に
関
わ
っ
た
愛

媛
県
立
吉
田
高
校
教
諭
の
西
﨑
嘉よ

し

ひ

と仁
さ
ん
、

愛
媛
県
立
松
山
中
央
高
校
教
諭
の
土
居
俊

し
ゅ
ん
い
ち一

さ
ん
の
3
名
が
問
題
提
起
を
行
っ
た
ほ
か
、

全
体
討
議
で
は
、
参
加
者
か
ら
次
々
と
差
別

に
対
す
る
素
直
な
思
い
や
自
ら
の
体
験
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

■
問
題
提
起
（
要
約
）

小
澤
有ゆ

う

き輝
さ
ん

　
高
校
1
年
の
時
の
人
権
学
習
で
、
ク
ラ
ス

の
仲
間
を
信
じ
、
誰
に
も
言
え
な
い
悩
み
を

自
分
の
言
葉
で
必
死
に
語
り
合
っ
た
経
験

が
、
人
権
教
育
に
真
剣
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
で

当
事
者
も
含
め
毎
日
人
権
に
つ
い
て
語
り
合

う
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
差
別
性
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
た
。

　
小
・
中
学
校
・
高
校
ま
で
い
じ
め
に
あ
っ

て
い
た
経
験
か
ら
、
差
別
の
理
不
尽
さ
等
を

痛
切
に
感
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
差
別
を
な

く
す
た
め
の
運
動
が
輝
い
て
見
え
た
。
し
か

し
、
同
級
生
か
ら
の
差
別
的
な
発
言
に
対
し

て
何
も
で
き
な
か
っ
た
歯
が
ゆ
さ
も
感
じ
て

き
た
。
そ
ん
な
時
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
差
別
と
向
き
合
っ
て
き
た
。
そ

ん
な
仲
間
と
は
一
生
涯
を
通
し
て
の
つ
な
が

り
あ
え
る
仲
間
と
な
っ
て
い
る
。

﹁
ひ
と
ご
と
﹂
か
ら
﹁
わ
が
こ
と
﹂
へ
!

人
権
ふ
ぉ
ー
ら
む

1/　
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西
﨑
嘉よ

し

ひ

と仁
さ
ん

　
教
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
南
宇

和
高
校
で
人
権
教
育
に
出
会
い
、
差
別
を
な

く
そ
う
と
し
て
い
る
仲
間
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ク
ラ
ス
の
生

徒
に
自
分
自
身
を
さ
ら
け
だ
す
こ
と
で
生
徒

と
同
じ
目
線
に
な
り
、
初
め
て
心
が
つ
な
が

り
あ
え
る
。

　
ま
た
、
自
分
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
親
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が
大
切
。
皆
一
人
ひ
と

り
、
大
き
な
荷
物
を
背
負
っ
て
い
て
、
一
人

で
は
背
負
い
き
れ
な
い
よ
う
な
時
も
あ
る
。

け
れ
ど
、
そ
ん
な
と
き
互
い
に
自
分
を
語

り
、
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、

少
し
だ
け
そ
の
荷
物
を
分
け
持
つ
こ
と
が
で

き
る
。
こ
う
し
た
人
間
関
係
を
ひ
と
つ
ず
つ

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

土
居
俊

し
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん

　
二
年
前
完
成
し
た
解
放
未
来
塾
の
歌
「
私

た
ち
の
合
言
葉
」
の
間
奏
部
分
の
フ
ル
ー
ト

と
ホ
ル
ン
の
パ
ー
ト
は
、
吹
奏
楽
部
の
仲
間

に
自
分
自
身
を
さ
ら
け
出
し
立
場
宣
言
を
し

た
同
和
地
区
出
身
の
二
人
の
生
徒
の
パ
ー
ト

で
し
た
。
仲
間
に
は
多
少
の
驚
き
は
有
っ
た

よ
う
で
し
た
が
、
そ
の
時
の
話
し
合
い
の
場

が
も
て
た
こ
と
で
仲
間
の
絆
が
強
く
な
っ

た
。

　
人
の
気
持
ち
と
い
う
の
は
、
人
の
行
動
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
は
た
く
さ
ん
の

人
の
気
持
ち
に
力
を
も
ら
っ
て
い
る
。
今
こ

の
場
が
、
ふ
か
ふ
か
の
ベ
ッ
ト
に
ダ
イ
ブ
す

る
よ
う
な
居
心
地
の
よ
い
場
所
に
な
っ
て
い

る
。
人
と
人
が
つ
な
が
り
あ
え
る
た
め
の

「
語
り
合
い
の
場
」
は
、
こ
の
よ
う
な
雰
囲

気
の
場
で
は
な
い
か
と
思
う
。

大
会
の
感
想
か
ら   

17
歳 

女
性 

町
内

　
私
は
、
昨
日
の
講
演
会
と
今
日
の
人

権
ふ
ぉ
ー
ら
む
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
差
別
を
な
く
す
」
「
差
別
は
だ
め

だ
」
な
ど
と
言
う
の
は
簡
単
で
す
。
だ

け
ど
言
う
だ
け
に
し
た
く
な
い
。
と

思
っ
た
の
で
極
度
の
あ
が
り
症
な
の
で

す
が
、
意
見
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
上
手
く
い
え
な
か
っ
た
け
ど
、

か
っ
こ
い
い
こ
と
は
い
え
な
か
っ
た
け

ど
、
発
言
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
差
別
は
な
く
な
り
ま
す
。
絶
対
に
な

く
な
り
ま
す
。
私
は
多
く
の
人
に
そ
れ

を
伝
え
た
い
で
す
。
自
分
が
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
き
っ

と
周
り
の
仲
間
に
も
、
苦
し
ん
で
い
る

人
が
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
、
何
度
も
助
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
だ
か
ら
そ
れ
以
上
に
た
く
さ

ん
の
人
を
助
け
た
い
。
私
の
一
言
で
、

行
動
で
、
誰
か
の
救
い
に
な
れ
ま
す
。

だ
か
ら
今
は
周
り
の
人
た
ち
を
大
切
に

し
た
い
で
す
。
親
・
ク
ラ
ス
の
皆
・
愛

南
町
の
方
々
・
大
好
き
な
吹
奏
楽
部
の

仲
間
。
愛
南
町
は
温
か
い
で
す
。
け
ど

「
愛
南
町
が
ふ
か
ふ
か
の
ベ
ッ
ド
」
な

ら
、
南
校
吹
奏
楽
部
は
、
「
最
高
級
の

ふ
か
ふ
か
の
ベ
ッ
ド
」
で
す
。
ま
た
来

年
も
来
た
い
で
す
。

小澤さん 森口さん

土居さん 西﨑さん
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「
海
洋
ク
ラ
ブ
員
」を
募
集
し
ま
す
！

◆
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、
豊
か
な
人
格
形

成
や
体
力
向
上
を
目
的
に
、
年
間
を

通
じ
て
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

加
入
資
格
　
町
内
在
住
の
小
学
校
４

年
生
以
上
の
方

年
会
費
　
１
名
、
５
，０
０
０
円

（
そ
の
他
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

随
時
、
参
加
費
を
徴
収
）

活
動
場
所
　
御
荘
湾
（
大
島
周
辺
）、

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ほ
か

活
動
回
数
　
月
４
回
程
度

活
動
内
容

①
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
（
カ
ヌ
ー
・

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
ヨ
ッ
ト
・
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
・
水
泳
・
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
等
）

②
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
事
業
へ
の
参

加
（
小
笠
原
諸
島
体
験
ク
ル
ー

ズ
・
沖
縄
体
験
セ
ミ
ナ
ー)

③
そ
の
他
（
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
交
流
会
へ
の
参
加
等)

申
込
方
法

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
年
会
費

を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間（
随
時
募
集
）

　
４
月
11
日（
水
）ま
で

問
合
せ

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー

（
TEL
７
２
︱

１
１
１
７
） 　

農
業
者
年
金
は
、
将
来
の
年
金
受

給
に
必
要
な
原
資
を
自
ら
積
み
立
て

て
運
用
し
て
い
く
「
積
立
方
式
」
の

年
金
で
す
。
老
後
の
生
活
設
計
に

と
っ
て
、
年
金
の
役
割
は
と
て
も
重

要
で
す
。
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

と
老
後
の
た
め
の
年
金
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60

才
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
農
地
を
持
た

な
い
農
業
者
や
家
族
従
業
者
も
加
入

で
き
ま
す
。

■
認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を
備

え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
に
対
し
て

は
、
基
本
保
険
料
（
月
額
２
万
円
）

の
２
割
、
３
割
又
は
最
高
５
割
の
政

策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
助
成
）
が

あ
り
ま
す
。
政
策
支
援
を
受
け
な
い

場
合
の
保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら

最
高
６
万
７
千
円
ま
で
自
由
に
選
択

で
き
ま
す
。

■
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
将
来
受

け
取
る
農
業
者
年
金
も
公
的
年
金
等

控
除
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

■
年
金
は
終
身
受
給
で
、
仮
に
加
入

者
や
受
給
者
が
80
歳
に
な
る
前
に
亡

く
な
っ
た
場
合
は
、
80
歳
に
な
る
ま

で
に
受
け
取
る
は
ず
で
あ
っ
た
現
在

価
値
相
当
額
を
死
亡
一
時
金
と
し
て

遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。

問
合
せ
　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
TEL
７
２
︱

７
３
１
１
）

農業者年金の試算額

加入年齢 納付期間 試算額（年額）

20歳 40年
男性 91万円
女性 79万円

30歳 30年
男性 60万円
女性 52万円

40歳 20年
男性 35万円
女性 31万円

50歳 10年
男性 16万円
女性 14万円

※保険料を月額2万円、65歳までの付利利率を2.3%、
65歳以降の予定利率を1.55%として試算
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地
域
防
災
の
要
と
し
て
！

消
防
出
初
式
！

◆
消
防
本
部
か
ら

　
南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
町
消
防
団

員
な
ど
約
８
０
０
名
が
参
加
し
て

「
平
成
24
年
愛
南
町
消
防
出
初
式
」

を
挙
行
し
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ

た
当
日
、
各
方
面
隊
や
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
に
よ
る
規
律
正
し
い
分
列
行
進

や
姿
勢
・
服
装
点
検
、
城
辺
方
面

隊
と
愛
南
消
防
署
に
よ
る
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
や
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
油
圧

カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し
た
合
同
救
助
訓

練
な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

 1/
   29

て
福
浦
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
「
風
の
子
太
鼓
」
が
元
気
い
っ

ぱ
い
に
披
露
さ
れ
、
式
典
で
は
、
消

防
団
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
団
員
に

対
し
て
表
彰
状
の
授
与
と
感
謝
状
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
表
彰
の
栄
誉
を
受
け

ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

平
成
24
年

　

愛
南
町
消
防
出
初
式　

被
表
彰
者

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

●
功
績
章	

　
小
松
一か
ず

好よ
し

　
御
荘
方
面
隊  

隊
長

●
勤
続
章

　
山
本
二つ

ぎ

男お

　
城
辺
方
面
隊

　
　
　
　
　
　
第
１
分
団  

班
長

　
増
崎
智と
も

仁ひ
と

　
城
辺
方
面
隊

　
　
　
　
　
　
第
２
分
団  

団
員

　
中
川
浩ひ
ろ
か
ず一

　
城
辺
方
面
隊

　
　
　
　
　
　
第
２
分
団  

団
員

　
長
岡
雄ゆ
う

一い
ち

　
西
海
方
面
隊

　
　
　
　
　
　
第
１
分
団  

分
団
長

　
吉
田  

仁
ひ
と
し   

西
海
方
面
隊

　
　
　
　
　
　
第
１
分
団  

部
長

　
坂
本
秋あ
き

夫お

　
西
海
方
面
隊

　
　
　
　
　
　
第
３
分
団  

班
長

愛
媛
県
知
事
表
彰

●
功
労
章

　
増
田
智と

も

彦ひ
こ

　
消
防
本
部  

消
防
司
令

　
大
野
長な
が

十と

史し

　
城
辺
方
面
隊

　
　
第
３
分
団  

分
団
長
ほ
か
６
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
功
績
章

　
長
尾
英ひ

で

生お

　
一
本
松
方
面
隊

　
　
隊
長  

ほ
か
３
名

●
勤
続
章

　
寺
岡
秀ひ

で

幸ゆ
き

　
内
海
方
面
隊

　
　
第
１
分
団  

副
分
団
長
ほ
か
37
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

●
家
族
内
助
の
功
労
者

　
浅
野
小さ

よ

こ

夜
子
　

　
　
浅
野  

泰
や
す
し

　
内
海
方
面
隊
長
の
妻 

愛
南
町
長
表
彰

　
濵
地
和か

ず

志し

　
御
荘
方
面
隊

　
　
第
３
分
団  

班
長
ほ
か
９
名

愛
南
町
消
防
団
長
表
彰

　
渡
邊
浩ひ

ろ

志し

　
西
海
方
面
隊

　
　
第
１
分
団  

副
分
団
長
ほ
か
33
名
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愛南町職員の給与・定員管理等について

　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の２及び愛南町人事行政の運営等の状況の公表に関する

条例に基づき、愛南町の人事行政の運営等の状況概要を公表します。なお、紙面の都合上、詳細については、

ホームページに掲載させていただきます。詳しくは、総務課職員係（TEL		72−1211）まで問合せください。

１　総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
（平成22年度末現在）

歳出額
（Ａ）

実質
収支

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
平成21年度の
人件費率

平成22
年度	

人

25,117
千円

18,860,839
千円

590,788
千円 ％ ％

3,394,121	 18.0	 22.7	

（注）１　「地方財政状況調査」の区分による普通会計（一般・温
泉）決算です。

　　		２　人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務災害
補償費等を含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区
　
分

職
員
数（
Ａ
）

給与費 一
人
当
た
り
給

与
費（
Ｂ
｜
Ａ
）

（
参
考
）平
成
22
年
度

平
均
一
人
当
た
り
給
与
費

給
　	

料

職
員
手
当

期
末
・
勤

勉
手
当

計（
Ｂ
）

平成23
年度

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

441 1,529,826	 218,641	 541,597	2,290,064	 5,193	 5,255	

（注）１　「地方財政状況調査」の区分による普通会計予算です。
　　		２　職員手当には、退職手当を含みません。
　　		３　給与費は、当初予算に計上された金額です。
　　		４　職員数は予算計上数値であり、平成23年４月１日現在

の職員数とは一致しません。

②技能労務職

区　分
公　務　員

平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額

愛南町 52.1歳 43人 245,100円 255,095円

うち用務員 51.2歳 236,800円 243,635円

うち自動車運転手 36.5歳 213,600円 233,800円

うち清掃職員 49.4歳 249,200円 269,300円

うち学校給食員 54.5歳 248,400円 262,450円

うちその他技能労務職 53.4歳 258,000円 268,800円

愛媛県 48.3歳 333人 343,723円 388,163円

国 49.5歳 3,689人 283,862円 321,662円

（注）１「平均給料月額」とは、平成23年４月１日現在における各
職種ごとの職員の基本給の平均です。

　　２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手
当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての
諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調
査において明らかにされているものです。　

２　一般行政職給料表の状況
　　　　　　　　  （平成23年4月1日現在）

（2）職員の初任給の状況（平成23年４月１日現在）

区　分 愛南町 愛媛県 国

一般行政職

大学卒 172,940円 172,940円

Ⅰ種	181,200円

Ⅱ種	172,200円

高校卒 140,702円 140,702円 Ⅲ種	140,100円

技能労務職
高校卒 134,676円 − −

中学卒 123,026円 − −

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成23年４月１日現在）

区　分
7年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

一般行政職
大学卒 214,857円 236,933円 268,262円

高校卒 181,376円 209,768円 259,172円

技能労務職
高校卒 − − 210,216円

中学卒 166,512円 − 192,875円

（注）経験年数は、実際の勤続年数に採用前の前歴期間を加えた年数です。

（1）職員の平均年齢、平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　（平成23年４月１日現在）

①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

愛南町 44.9歳 299,592円 337,920円

愛媛県 45.0歳 359,447円 454,547円

国 42.3歳 327,205円 397,723円

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況

（単位：円）

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

1号級の
給料月額

136,183 186,598 223,858 263,026 290,443 321,978

最高号級の
給料月額

244,747 309,123 356,225 389,969 402,322 424,417

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものです。
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４　一般行政職の級別職員数等の状況
（1）一般行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 総括課長 4人 1.5%

５級 課長 39人 14.3%

４級 課長補佐 29人 10.7%

３級 係長・主任 82人 30.1%

２級 主査 87人 32.0%

１級 主事 31人 11.4%

（注）1　愛南町職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分に
よる職員数です。

　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（2）昇給への勤務成績の反映状況
　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、毎年１回
定期的に勤務成績の評定を行い、人事管理の基礎資料とし、公務
能率の発揮及び増進を図っています。
　勤務評定は、評定を受ける職員の所属する管理職職員が評定者
として、所属職員の能力、執務態度及び業績等の評価を行い、副
町長及び総務課長が調整者として、評定結果の調整を行います。
　調整した評定結果は町長が最終確認をし、人事異動、昇任及び
昇給等に活用しています。
　勤務評定による昇給区分は以下のとおりです。

評定区分

昇給区分

A B C D E

特にすぐ
れている

すぐれて
いる

普通である
普通より
も劣る

よくない

54歳以下 号給数 8以上 6 4 2 0

55歳以上 号給数 4以上 3 2 1 0

　また、人事異動に当たっての希望、勤務状況についての自己評
価、現在の仕事についての成果などを申告する自己申告書を職員
に提出させ、人事異動において活用しています。

５　職員の手当の状況
 （1）期末手当・勤勉手当（平成22年度）

区　分
愛南町 愛媛県 国

期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当

支給割合 2.60月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分

加算措置
の状況

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

１人当たりの
平均支給額

1,217千円 1,566千円 −

 （2）退職手当（平成23年４月１日現在）

区　分
愛南町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分

勤続２５年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分

勤続３５年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

その他の
加算措置

定年前早期
退職特別措
置（２～
20％加算）

定年前早期
退職特別措
置（２～
20％加算）

１人当たり
平均支給額

2,947千円 20,836千円

退職手当の
調整額

　職務の級等の区分に
応じた６段階の調整月
額を決め、職員の在職
期間のうち、その月額
が高い方から60月分の
合計額を調整額として
加算

　職務の級等の区分に
応じた６段階の調整月
額を決め、職員の在職
期間のうち、その月額
が高い方から60月分の
合計額を調整額として
加算

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成22年度に退職し
た職員に支給した平均額です。

（4）時間外勤務手当

平成22年度
決算

支給実績 92,685千円

職員１人当たり平均支給年額 211千円

平成21年度
決算

支給実績 81,105千円

職員１人当たり平均支給年額 177千円

（3）特殊勤務手当

平成22年度
決算

支給実績 5,182千円

支給職員１人当たり平均支給年額 74,029円

職員全体に占める手当支給職員の割合 14.8%

平成23年度 手当の種類（手当数） 9

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）

６　特別職の報酬等の状況
（平成23年４月１日現在）

区　分
給料月額等 平成22年度期末手当支給割合

減額後 （減額前） ６月期 12月期 計

給
　
料

町　長 731,500円 (770,000円) 1.45月分 1.45月分 2.90月分

副町長 593,750円 (625,000円) 1.45月分 1.45月分 2.90月分

教育長 541,500円 (570,000円) 1.45月分 1.45月分 2.90月分

報
　
酬

議　長 281,800円（286,000円） 1.45月分 1.45月分 2.90月分

副議長 223,600円（227,000円） 1.45月分 1.45月分 2.90月分

議　員 181,000円（　　－　　）1.45月分 1.45月分 2.90月分

（注）　特別職の給料月額は、愛南町特別職の職員の給料の特例に関す
る条例（平成19年愛南町条例第23号）に基づき、平成23年４月１
日から平成24年３月31日まで以下のとおり減額支給しています。

・町　長：給料月額　△5.0％減額（770,000円→731,500円）
・副町長：給料月額　△5.0％減額（625,000円→593,750円）
・教育長：給料月額　△5.0％減額（570,000円→541,500円）
（注）　議会議長と副議長の報酬月額を愛南町議会議員の議員報酬の特例

に関する条例（平成22年愛南町条例第15号）に基づき、平成23年４月
１日から平成24年３月31日まで以下のとおり減額支給しています。

・議　長：報酬月額　△1.5％減額（286,000円→281,800円）
・副議長：報酬月額　△1.2％減額（227,000円→223,600円）

　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、
年2回勤務成績の評定を行い、勤勉手当成績率に反映し、
公務能率の発揮及び増進を図っています。
　勤務評定は、評定を受ける職員の所属する管理職職員
が評定者として、所属職員の能力、執務態度及び業績等
の評価を行い、副町長及び総務課長が調整者として、評
定結果の調整を行います。
　調整した評定結果は町長が最終確認をし、勤勉手当へ
反映しています。
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歳
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歳
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歳
以
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計

職
員
数

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

3 8 14 26 61 65 57 43 65 82 81 0 505

構
成
比

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

0.6 1.6 2.8 5.1 12.1 12.9 11.3 8.5 12.9 16.2 16.0 0.0 100 

（注）　職員数は一般職に属する職員数（教育長1人を除く）であ
り、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含
み、臨時又は非常勤職員、宇和島地区広域事務組合出向職
員等（平成22年６人及び平成23年５人）を除いています。

（3）年齢別職員構成の状況（平成23年4月1日現在）

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分

部門

職員数

主な増減理由平成
22年

平成
23年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

議　会 3人 3人 0人

総　務 68人 65人 △3人 事務の統廃合縮小による減員

税　務 14人 14人 0人

民　生 115人 106人 △9人
保育所児童減少のため退
職者不補充等による減員

衛　生 52人 48人 △4人
浄化槽業務の下水道へ移管に
よる減員等

農林水産 32人 31人 △1人 事務の統廃合縮小による減員

商　工 10人 12人 2人 事務の統合による増員

土　木 15人 14人 △1人 事務の統廃合縮小による減員

小　計 309人 293人 △16人

特
別
行
政
部
門

教　育 88人 87人 △1人 退職者不補充による減員

消　防 43人 45人 2人
消防吏員の欠員補充によ
る増員

小　計 131人 132人 1人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病　院 38人 39人 1人 看護業務内容による増員

水　道 13人 13人 0人

交　通 1人 0人 △1人
指定管理者制度の活用に
よる減員

下水道 1人 2人 1人

その他 27人 26人 △1人
後期高齢者連合への派遣
期間修了による減員

小　計 80人 80人 0人

合　計 520人 505人 △15人

（注）　職員数は、一般職に属する職員数（教育長1人を除く）で
あり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を
含み、臨時又は非常勤職員、宇和島地区広域事務組合出向
職員等（平成22年６人及び平成23年５人）を除いています。

８　職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）分限処分（平成22年度）

処分事由 地方公務員法 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くな
い場合

第28条第1項第1号 － － － － 0件 

心身の故障の場合
第28条第1項第4号
　　　第2項第1号

－ － − － 0件 

職に必要な適格性
を欠く場合

第28条第1項第3号 － － － － 0件 

職制、定数の改廃、
予算の減少により
廃職、過員を生じ
た場合

第28条第1項第4号 － － － － 0件 

刑事事件に関し、
起訴された場合

第28条第2項第2号 － － － － 0件 

失職した場合 第28条第4項     　   － － － － 0件 

合　　　　　計 0件 0件 0件 0件 0件 

７　職員数の状況

（2）職員数の推移

年 度
部 門

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

過去5年
間の
増減数
(率)

一般行政 375人 349人 327人 318人 309人 293人
△82人

（21.9％）

教 育 110人 107人 102人 97人 88人 87人
△23人

（20.9％）

消 防 45人 45人 43人 44人 43人 45人
0人

（0.0％）

普通会計計 530人 501人 472人 459人 440人 425人
△105人
（19.8％）

公営企業等
会計計

86人 82人 80人 79人 80人 80人
△6人

（7.0％）

総合計 616人 583人 552人 538人 520人 505人
△111人
（18.0％）

（注）　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です
（教育長1人を除く）。
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９　職員の服務の状況
（1）年次有給休暇（平成22年1月1日～同年12月31日）

総付与日数
（A）

総取得日数
（B）

全対象職員数
（C）

平均取得日数
（B/C）

消化率
（B/A）

11,811日 2,300日 296人 7.8日 19.5%

（注）１　全対象職員数とは、平成22年1月1日から同年12月31日

までの全期間を在職した一般職員に限り当該期間の中途

に採用した者、退職した者、当該期間中に育児休業、休

職の事由がある職員及び派遣職員を除くものとし、それ

らの職員を除いた職員の使用した年次有給休暇の合計数

を総取得日数とします。

　 　２　総付与日数とは、平成22年1月1日現在において各職員

に付与した日数（前年からの繰越分を含む。）を全対象職

員にわたって合計したものです。

（2）懲戒処分（平成22年度）

処分事由 地方公務員法 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合 第29条第1項第1号 － －  － － 0件

職務上の義務に違
反し又は職務を
怠った場合

第29条第1項第2号 4件 －  － － 4件

全体の奉仕者たる
にふさわしくない
非行があった場合

第29条第1項第3号 － － － − 0件

合　　　　　計 4件 0件 0件 0件 4件

（2）育児休業等の取得状況（平成22年度）

区　　　　　　　分 男性 女性 合計

 育児休業取得者数 － 13人 13人 

 うち新規取得者数 － 7人 7人 

 部分児休業取得者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

 深夜勤務及び時間外勤務の制限請求者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

（注）１　部分休業とは、地方公務員の育児休業等に関する法律

第19条に規定する部分休業です。

　　 ２　深夜勤務及び時間外勤務の制限とは、愛南町職員の勤

務時間、休暇等に関する条例第8条の3に規定する深夜及

び時間外勤務の制限です。

10　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
研修の状況
　職員の勤務能率の発揮及び増進のため、以下の研修を実施して
います。

区　　　分 研　修　名　等

職場内研修
接遇接客研修、法制執務研修、人事
評価研修、人権教育研修ほか

職
場
外
研
修

基
本
研
修

階層別研修
新採職員研修、中堅職員研修、係長
級研修、課長級研修

ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
研
修

法令コース
行政法講座、民法講座、地方自治法
講座、法制執務講座

政策形成
コース

政策立案講座、政策法務講座、問題
解決能力講座

対人能力
コース

折衝力・交渉力講座、プレゼンテー
ション講座、クレーム対応講座、ロ
ジカルシンキング講座

管理能力
コース

マネジメント能力講座、意思決定能
力講座、広報とマスコミ対応講座

行政経営
コース

県民との協働推進講座、ＣＳ（生活
者満足度）向上講座

行政実務
コース

法人会計講座（複式簿記入門コース、
営利法人コース）、文章力向上講座

派遣
研修

専門研修機関 市町村アカデミー

官公庁 愛媛県

11　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）職員の健康保持、疾病予防対策の状況（平成22年度）

区  分 概         要

職員定期

健康診断

年に1度、本庁及び各支所において、以下の職

員定期健康診断を行いました。

（健診内容）

身体測定、血圧測定、視力・聴力検査、尿検

査、心電図検査、貧血検査、肝機能検査、血

中脂質検査、血糖検査、胸部X線検査、眼底検

査、大腸がん検査、前立腺がん（40歳以上男性

対象）検査、腎機能痛風検査、糖尿病検査、乳

がん検査

健康相談

上記職員定期健康診断後に、産業医、保健師及

び栄養士による健康相談を実施し、職員の健康

確保に努めました。

産業医

職場巡視

定期的に産業医が職場を巡視し、業務や業務環

境を観察することを通じて、健康障害の防止及

び快適な職場環境の形成を図りました。

（2）職場の安全衛生の状況（平成23年度）
　労働安全衛生法等に基づき、衛生委員会の設置、産業医、衛

生管理者等の配置を行い、快適な職場環境の実現と職場におけ

る職員の安全と健康の確保のため安全衛生管理体制を整備して

います。

（3）福利厚生制度に係る負担状況（平成22年度普通会計決算）

区       分 負担金額

共済組合負担金
愛媛県市町村職員共済組合 524,138千円

愛媛県公立学校共済組合 17,844千円

愛媛県市町村互助会 3,119千円
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高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
皆
様
へ
！

◆
町
民
課
か
ら

お
済
み
で
す
か
？
確
定
申
告
！

◆
税
務
課
か
ら

♪震災からもうすぐ一年。私たちにとっては、
あっという間。同じだけ時間は過ぎていくけれ

ど、同じように過ぎていくとは限らない。忘れな

いように…。♪8月と10月の2回、気仙沼大島に

入った。8月に見た光景と10月に見えた景色。2

か月の間に倒壊した建物は撤去され、遮断されて

いた道路もつながり、海岸の瓦礫もなくなってい

た。でも、目に映る復興と心の復興にはギャップ

がある、と仮設住宅に住む女性が話してくれた。

目に映る復興に心が追いついて行かないのだ、

と。そして、同時にこの震災が過去のこととなり

忘れ去られていくのが怖い、と。♪もし、自分に

何ができるだろう…と考えあぐねて、なんて無力

なんだろうと…と肩を落としているなら。あなた

もすぐにできること『忘れないこと』。3月に気

仙沼大島で復興椿祭が開催されるとのこと。私も

参加する予定だ。精一杯の音楽

を届けようと思う。

(テノヒラkiku)

−あいなん音故地新−
　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高

額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
限

度
額
適
用
認
定
証
等
や
被
保
険
者
証

等
を
提
示
す
れ
ば
、１
か
月
の
間
に

同
じ
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う

医
療
費
が
一
定
の
金
額（
自
己
負
担

限
度
額
※
）に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
の
仕
組

　
確
定
申
告
は
、も
う
お
済
み
で
す
か
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ

ま
す
と
、本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延

滞
税
が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
だ
お
済
み

で
な
い
方
は
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
は
、
「
書
面
」
に
よ

り
郵
送
等
で
提
出
で
き
る
ほ
か
、

「
ｅ
︱

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利
用
し
て
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に
！

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
３
月
15
日

（
木
）で
す
。
個
人
事
業
者
の
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、

４
月
２
日（
月
）で
す
。期
限
内
に
申
告

と
納
税
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た

預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
税
務
署

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

４
５
１
１
）

み
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

た
と
き
、
ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が
自

己
負
担
限
度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合

で
も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額
を
お
支
払

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
限
度
額

を
超
え
る
分
を
窓
口
で
支
払
う
必
要

は
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
薬

局
・
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
つ
い

て
も
同
様
の
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、「
認
定
証
」
を
提
示
し
な
い

場
合
は
従
来
ど
お
り
の
手
続
と
な
り

ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
等
は
、
加
入

す
る
医
療
保
険
者
に
事
前
に
申
請

し
、
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
請
方
法
や
自
己
負
担
限
度
額

等
詳
し
く
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
者

（
健
康
保
険
組
合
、
全
国
健
康
保
険

協
会
、
市
町
村(

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）、
国
保
組

合
、
共
済
組
合)

ま
で
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　町
民
課（
TEL
７
２
︱

７
３
０
０
）

※自己負担限度額は、世帯の所得区分に応じて異なります。
高額な外来診療受診者 事前の手続 病院・薬局などで
・70歳未満の方
・70歳以上の非課
税世帯等の方

加入する健康保険
組 合などに「 認 定
証」(限度額適用認
定証)の交付を申請

「 認 定 証 」を窓 口
に提示

・70歳以上75歳未
満で非課税世帯等
ではない方

必要なし 「 高 齢 受 給 者 証 」
を窓口に提示

・75歳以上で非課
税世帯等ではない
方

必要なし 「 後 期 高 齢 者 医 療
被保険者証」を窓
口に提示
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グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

正
木
保
育
所

　
　
休
園
の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

■家庭の中に答えがある

　私は、内田先生の講演を聞き、びっくりし

ました。なぜ子ども達が次々熱を出したり、

ケガをするのだろうと思ってきました。自分

は健康なのに、どうして二人の子どもは弱い

のだろうと考えていました。

　ママ友に会えば、「私は、子育てはちゃん

としている」と言って見栄を張っていまし

た。子どもは、私の腹の底を鏡に映すように

出してきます。

　講演の中で、「どんなに表面をつくろって

みても、生活の基本ができてなければ子ども

は、熱やおねしょなどいろいろなサインを送

りますよ」と言われ、ハッとしました。

　いつもズルズル・ダラダラと寝ていて、起

きると子どもの世話と家事に振り回される

のがイヤで、主人に起こされても、子どもに

「ママ起きてよ」と泣かれても怒り飛ばして

寝ていました。寝たい放題のわがままな私で

した。

　二人の子ども（長男・次男）の、交替の病

院通いにも疲れていました。子どもの事など

考えず、自分優先の子育てにハッと気付かさ

れたのです。「子どもは、親の生活のズレを

サインで教える」と言われ

恥ずかしくなりました。

　「気づいた時に間に合い

ますよ」と言われ、その言

葉に勇気づけられ育て直し

に頑張っています。

内田玲子の「家庭の教育力」 ②
　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、
農
林
漁
業
を
中

心
と
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
は
「
海
か
ら
の

贈
り
も
の
ア
ー
ト
作
り
体
験
」
を
開

催
し
ま
す
。
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
24
日（
土
）　

　　　10
時
〜

　　　（
雨
天
決
行
）

場
所
　
愛
南
町
弓
立
79
番

地定
員
　
10
名（
先
着
順
）

内
容
　
貝
殻
・
ウ
ロ
コ
な

ど
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り

参
加
費
　
１
人
　

　１
，０
０
０
円
〜

　１
，５
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

準
備
物
　
タ
オ
ル

申
込
・
問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
TEL
７
２
︱

７
３
１
１
）

　※
土
日
・
祝
日
を
除
く

　
正
木
保
育
所
は
、
入
所
児
童
数
の

減
少
に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
１
日

か
ら
休
園
し
ま
す
。
保
護
者
や
地
区

の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
保

育
所
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格   

　①
一
般
公
募
　18
歳
〜
33
歳

　
②
技
能
公
募
　
18
歳
以
上
で
保
有

す
る
技
能
に
応
じ
て
52
〜
54
歳
ま
で

応
募
締
切
　４
月
４
日（
水
）

試
験
日
及
び
試
験
地

　①
一
般
公
募
　４
月
14
日（
土
）

　松
山
駐
屯
地

　②
技
能
公
募
　４
月
15
日（
日
）

　善
通
寺
駐
屯
地
又
は
伊
丹
駐
屯
地

問
合
せ

　自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
３
︱

５
４
３
１
）
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土
地
・
家
屋
評
価
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
！

◆
税
務
課
か
ら

平
成
24
年
度
一
時
保
育

利
用
の
ご
案
内
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
町
で
は
、

子
育
て
家
庭

を
応
援
す
る

た
め
一
時
保

育
事
業
を
緑

保
育
所
で
実

施
し
て
い
ま

す
。
保
護
者

の
傷
病
・
入
院
・
家
族
の
看
護
な
ど

　
縦
覧
制
度
と
は
、納
税
者（
納
税
義
務

者
の
う
ち
、免
税
点
未
満
で
課
税
さ
れ

な
い
方
を
除
く
）ご
本
人
の
固
定
資
産

の
価
格
が
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
た
め
に
、比
較
し
た
い
土
地
又
は
家

屋
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿
で
確

認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
は
、町
内
に
所
在
す
る
土

地
又
は
家
屋
に
対
し
て
課
す

る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の

方
が
、比
較
し
た
い
土
地
又
は

家
屋
の
地
番
を
指
定
し
、縦
覧

期
間
中
に
限
り
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
固
定
資
産
路
線
価
及
び

　

標
準
宅
地
の
位
置
の
公
開

　
納
税
者
の
方
に
、
土
地
の

評
価
額
の
計
算
を
具
体
的
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
固

定
資
産
評
価
額
の
基
礎
と
な

る
固
定
資
産
路
線
価
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　
路
線
価
と
は
、
市
街
地
に

お
い
て
道
路
に
付
さ
れ
た
価
格
の
こ

と
で
、
具
体
的
に
は
道
路
に
接
す
る

標
準
的
な
宅
地
の
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
価
格
を
い
い
ま
す
。

　
宅
地
の
評
価
額
は
、
こ
の
路
線
価

を
基
礎
に
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
の

形
状（
間
口
・
奥
行
等
）に
応
じ
て
求
め

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課（
TEL
７
２
︱

７
３
０
１
）ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

縦覧方法
土地価格等
縦覧帳簿

記載事項 所在・地番・地目・地籍・価格

家屋価格等
縦覧帳簿

記載事項 所在・家屋番号・種類・構造・建築年・床面積・価格

縦覧期間
4月1日〜4月30日　8時30分〜17時
※ただし、土・日・祝日を除く

縦覧場所 税務課又は各支所

縦覧
できる方

・町内に所在する土地又は家屋に対して課する固定資産税
の納税者及びその同一世帯で生計を一にする親族
・納税管理人
・納税者に委任を受けた代理人（委任状が必要）

持参
・印鑑
・納税通知書又は運転免許証等、本人であることを証明できるもの

その他
縦覧の目的が、制度以外の目的と思われる場合は、縦覧を
お断りする場合があります。縦覧期間以外は、土地・家屋
価格等縦覧帳簿の公開は一切できません。

の
緊
急
を
要
す
る
と
き
や
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
集
団
保
育
の
体
験
・
兄
弟

の
学
校
行
事
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
理
由
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
平

成
24
年
４
月
か
ら
一
時
保
育
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
登
録
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
書
は
保
健
福
祉
課
、

各
支
所
、
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
一
時
保
育
を

上
手
に
活
用
し
て
楽
し
い
子
育
て
ラ

イ
フ
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課（
TEL
７
２
︱

１
２
１
２
）

実施保育所
愛南町立緑保育所
愛南町緑乙1514番地（TEL72−0897）

対象児童
保育所に入所していない満1歳から小学校
就学前までの集団保育可能な児童

利用日数

私的理由
月15回以内（パート就労・習い事・買い物・
リフレッシュなど）

緊急時
1か月以内（保護者の傷病・入院・ご家族の
看護など）

保育時間

月〜金　8時30分〜16時30分
土曜日　8時30分〜12時30分

（ただし、年末年始・祝祭日・臨時休所を除
く）

保育料

４時間以上　1,500円
４時間未満　  900円
生活保護世帯 免除

（ただし、昼食をとらない場合は250円を減
額）

利用登録

①緑保育所へ面接日予約の電話
②緑保育所へ申請書提出と同時に児童同
伴で面接
③審査・決定
④保護者に承諾書等送付（「登録番号」は
承諾書に記載）

利用申込 緑保育所へ電話等により予約
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原
野
に
道
路
が
で
き
る
？

「
原
野
商
法
」に
ご
注
意
を
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

通
信
サ
ー
ビ
ス
窓
口
業
務

の
終
了
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

平
成
23
年

第
１
回
町
議
会
臨
時
会
！

◆
議
会
事
務
局
か
ら

■
「
原
野
商
法
」
の
手
口

　
１
９
７
０
〜
８
０
年
代
に
「
将
来

必
ず
値
上
が
り
す
る
」
と
か
「
道
路

が
で
き
る
」
な
ど
と
虚
偽
の
説
明
を

し
、
開
発
の
見
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な

い
原
野
や
山
林
を
何
倍
も
の
価
格
で

売
り
付
け
る
「
原
野
商
法
」
の
被
害

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
そ
の
被
害
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

「
土
地
の
測
量
を
し
な
い
と
売
却
で

き
な
い
」
な
ど
と
売
り
出
す
た
め
の

測
量
・
整
地
・
土
地
管
理
な
ど
の
名

目
で
費
用
を
支
払
わ
せ
る
二
次
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
「
外
国
人
が
欲
し
が
っ

て
い
る
」
な
ど
と
い
う
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
で
勧
誘
す
る
な
ど
、手
口
が
巧

妙
化
し
て
お
り
注
意
が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
所
有
し
て
い
る
土
地
の
多
く
は
自

宅
か
ら
遠
く
、
現
地
の
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
も
困
難

な
た
め
、
業
者
の
情
報
を
鵜
呑
み
に

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
土
地
自
体

も
、
課
税
対
象
に
も
な
ら
な
い
よ
う

な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ま
た
被
害

に
あ
っ
た
人
の
多
く
は
高
齢
に
な
っ

て
お
り
、早
く
処
分
し
た
い
と
い
う
心

情
に
つ
け
込
ん
だ
悪
質
な
商
法
で
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

☆
土
地
の
測
量
や
整
地
の
名
目
で
訪

問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
っ

て
契
約
し
た
場
合
は
、
法
定
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
ま
す
。

☆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
い
て
も
、
勧
誘
方
法
に
よ
っ
て

は
契
約
を
取
り
消
せ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
消
費
相

談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
業
者
の
説
明
に
不
審
な
点
が

あ
る
な
ど
、
お
か
し
い
な
と
思
っ

た
ら
、
次
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
、
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！         

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　
愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
TEL
７
２
︱

１
４
０
５
）

　
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
TEL
０
８
９
︱

９
２
５
︱

３
７
０
０
）

【
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　　　　　　

か
ら
の
お
知
ら
せ
】

■
「
消
費
生
活
か
る
た
」
完
成

　
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
、
楽
し

み
な
が
ら
「
消
費
者
被
害
」
の
手
口

や
対
処
法
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
「
消
費
生
活
か
る
た
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
「
消
費
生
活
か
る
た
」

は
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pipi-karuta.

jp/

）で
も
配
信
中
で
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
南
町
事
務
所

（
旧
御
荘
営
業
所
）
に
設
置
し
て
い

ま
し
た
愛
南
町
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
窓
口
業
務
に

つ
い
て
は
、
平
成
24
年
３
月
30
日

（
金
）を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
ひ
か
り
電
話
、
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
関
す
る
申
込
み
・
問
合

せ
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

︱

１
１
６
１
１
６
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

　
総
務
課（
TEL
７
２
︱

１
２
１
１
）

　
本
庁
議
場
で
、
平
成
24
年

第
１
回
議
会
臨
時
会
を
開
催

し
、
愛
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正
の

 2/
   10

専
決
処
分
を
承
認
、
平
成
23
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
柏
崎
漁
港
地
域

水
産
物
供
給
基
盤
整
備
工
事
（
ゼ
ロ

国
債
）
請
負
契
約
の
変
更
、
船
越
漁

港
水
産
流
通
基
盤
整
備
工
事
（
分
割

の
２
）
請
負
契
約
、
ゆ
ら
り
内
海
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
計

４
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
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作り方
①ひじきを水でもどし、水を切り細かく刻
む。
②ホットケーキミックスに卵、牛乳を入
れ、混ぜ、更にひじきを加えて混ぜる。
③フライパンに油をひき、直径15㎝くら
いになるように丸く焼く。
【みかんソースづくり】
④みかんの内袋をむき、実を取り出す。鍋
に実を入れ、砂糖を加えほぐしながら加熱
する。
⑤水分が出てきたら、果汁で溶いたコーン
スターチを加え、混ぜながら加熱する。と
ろみがつけば、火を止め冷やす。
⑥焼いたホットケーキを型で抜き、皿に載
せ、みかんソースをかける。

【ワンポイントアドバイス】
みかんソースに砂糖を入れすぎるとみ
かんの酸味が薄くなるので、入れすぎ
ないようにしましょう。

【ワンポイントアドバイス】
ふたに使ったみかんを少し搾って食べると、柑橘系の味が加わり、
違った味が楽しめます。また、圧力鍋で煮ると時間短縮できます。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑩
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　
現
在
、
城
辺
地
域
の
小
中
学
校
で

は
、
栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
た
食
育

推
進
事
業
を
家
庭
と
協
力
し
て
行
っ

愛
な
ん
食
育
推
進

第
23
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
３
月
は
、19
日
に
「
愛
南
ポ
ー
ク
カ

レ
ー
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

作り方
①大根を高さ7〜8㎝の円柱状に切り、皮を
むく。
②大根を下ゆでした後、コップ型になるよ
うにスプーンで1㎝弱の厚みを残すように
中身をくり抜く。
③鍋に大根を戻し、ひたひたになる程度
だし汁を入れ、Aの調味料で味付けし、30
分ほど煮る。
④別の鍋でセレベスを③のだし汁で煮て、
軟らかくなったら1㎝角に切る。貝柱もだ
し汁で軽く火を通しておく。
⑤とき卵に冷めただし汁、塩を加え、混
ぜる。
⑥大根を鍋から平らな皿に出し、大根の器
に2㎝角に切った鯛、セレベス、水菜、貝柱
を入れ、更にとき卵を8分目まで入れる。
⑦大根をだし汁の入った鍋に戻し、布巾を
かぶせ、ふたをして弱火で10分ほど蒸す。
⑧残りの鯛、水菜を乗せ、とき卵を入れ、再
度5分ほど蒸す。
⑨温州みかんの上部を大根の外径に合わ
せ、厚さ1㎝程度輪切りにする。出来上
がった料理を器に入れ、輪切りにした温州
みかんでふたをする。 

材料（４人分800円）
大根　　　　　　1本           
鯛　　　　　　　4切れ   
アコヤ貝の貝柱　4個          
セレベス　　　　1個                      
水菜　　　　　　2枚
卵　　　　　　　2個
温州みかん　　　4個
だし汁（かつお）　1,000㏄
塩　　　　　　　少々

Ａ砂糖　　　　 大さじ1
 しょうゆ　　　大さじ2杯
 みりん　　　　大さじ2杯
 酒　　　　　　大さじ2杯

主菜：大根の愛南蒸し

材料（４人分200円）
ひじき　　　　　　8g           
温州みかん　　　　3個
ホットケーキミックス
　　　　　　　　　150g
砂糖　　　　　　　50g
卵　　　　　　　　2個
温州みかん果汁　　15㏄
牛乳　　　　　　　100㏄ 
コーンスターチ　　大1

デザート：キラキラ愛南ホットケーキ

て
い
ま
す
。
あ
る
小
学
校
で
は
、
体

験
を
通
し
て
食
の
知
識
や
自
己
管
理

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
自
分
で

朝
ご
は
ん
を
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う

意
欲
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
栄
養
教

諭
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
児
童
が

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
食
材
の
組
み
合
わ

せ
を
工
夫
し
な
が
ら
朝
食
レ
シ
ピ
作

り
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
自
分
で
考
え
た
朝
食
レ
シ
ピ
を

自
宅
で
調
理
し
て
家
族
を
も
て
な
し

た
り
、
朝
食
の
重
要
性
を
家
族
と
話

し
た
り
す
る
児
童
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
食
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
の
「
愛
な
ん
料
理
レ

シ
ピ
」
は
、
先
月
に
引
き
続
き
愛
級

グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
入
賞
作
品
の

中
か
ら
家
庭
の
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込

ん
だ
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

考案者　岸本　
ゆう

さん　岸本貴
た か し

士さんご家族（一本松）

考案者　北條優
ゆ か

佳さん　清水　唯
ゆい

さん　井場木千
ち あ き

秋さん（南宇和高校）
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３
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

平
成
24
年
４
月
分
よ
り
、

国
民
年
金
保
険
料
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
！

◆
町
民
課
か
ら

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義

変
更
は
３
月
30
日（
金
）ま
で
に
！

◆
税
務
課
か
ら

南
予
児
童
相
談
所
　
新
庁
舎

完
成
の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

７
日
・
14
日
・
21
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

４
月
の
引
取
日
は
、

　
11
日
・
18
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課（
TEL
７
２
︱

７
３
１
６
）

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
３
月
16
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
納
め
忘
れ

の
防
止
や
金
融
機
関
に
行
く
手
間
と

時
間
を
省
く
た
め
、
１
年
間
あ
る
い

は
一
定
期
間
ま
と
め
て
納
め
て
割
引

も
あ
る
前
納
制
度
が
ご
利
用
で
き
ま

す
。

○
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に
入
っ

て
い
る
「
前
納
納
付
書
」
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
（
納
付
期
限
は

平
成
24
年
５
月
１
日
）

○
５
月
以
降
の
前
納
も
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　（
申
込
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

前
納
に
な
り
ま
す
。）

【
平
成
24
年
４
月
分
〜平

成
25
年
３
月
分
】

　１
か
月
ず
つ
納
付

　　１
７
９
，７
６
０
円

　（
１
４
，９
８
０
円
×
12
か
月
）

　ま
と
め
て
12
か
月
納
付

　　１
７
６
，５
７
０
円

　（
12
か
月
前
納

割
引
額
３
，１
９
０
円
）

　ま
と
め
て
６
か
月
納
付 

　　　８
９
，１
５
０
円

　（
６
か
月
前
納

割
引
額
７
３
０
円
）

　
申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
町

民
課
年
金
係
（
TEL
７
２
︱

７
３
０
０
）

又
は
宇
和
島
年
金
事
務
所
（
TEL

０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
４
４
０
）
ま
で

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成24年4月から

１か月の

国民年金保険料額

１４,９８０円

（平成23年度保険料額

１５,０２０円から、

４０円引き下げ）

　
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
、軽
自
動

車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
平
成
24
年
４

月
１
日
時
点
で
、原
付
バ
イ
ク
・
軽
自
動

車
等
を
所
有
し
て
い
る
人
に
は
、平
成

24
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
か
か
り
ま

す
。す
で
に
廃
車
し
た
、人
に
譲
っ
た
又

は
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
な
ど
で
、ま
だ

廃
車・名
義
変
更
の
手
続
を
行
っ
て
い
な

い
方
は
、３
月
30
日（
金
）ま
で
に
必
ず
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
税

務
課
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

税
務
課（
TEL
７
２
︱

７
３
０
１
）

　
南
予
児
童
相
談
所
で
は
、
庁
舎
建

替
え
の
た
め
平
成
23
年
５
月
か
ら
南

予
地
方
局
別
館
の
仮
庁
舎
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
３

月
に
新
庁
舎
が
完
成
す
る
こ
と
に
伴

い
、３
月
26
日
か
ら
前
住
所
地
の
新

庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

移
転
先
　
７
９
８
︱

０
０
６
０
　
宇

和
島
市
丸
之
内
３
丁
目
１
番
19
号

（
前
住
所
地
）

問
合
せ
　南
予
児
童
相
談
所

（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

１
２
４
５
）

（
FAX
０
８
９
５
︱

２
２
︱

２
０
２
０
）
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３月の保健事業のお知らせ

む
し
歯
０
本
、

　
　
　
お
め
で
と
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

退
職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

永
住
帰
国
し
た
中
国
・
樺
太

残
留
邦
人
の
皆
様
へ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

犬
鑑
札
・
注
射
済
票
の
デ
ザ
イ
ン

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

育児相談

内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるくひろば   2日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

みなみっ子 12日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

育児相談
14日 水

内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 15日 木
西海支所2階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

その他

内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談   9日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

　
町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診
で
む

し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診
で

は
、
13
名
の
受
診
者
の
中
で
６
名
の

お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

 

岡
　
村
　
秋も
み

　
彩じ

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

清
　
水
　
公こ
う

　
将
し
ょ
う
く
ん 

（
中
　
浦
）

 

河
　
野
　
心み

　
優ゆ
う
ち
ゃ
ん 

（
城
辺
乙
）

 

大
　
野
　
未ひ
で

　
翔と

く
ん 

（
城
辺
甲
）

 

山
　
田
　
敦あ
つ

　
貴き

く
ん 

（
小
　
山
）

 

古
　
川
　
幸さ

　
來ら

ち
ゃ
ん 

（
満
　
倉
）

　
平
成
24
年
１
月
31
日
付
で
、
山
田

し
か
よ
さ
ん
（
西
海
支
所 

係
長
）

と
平
田
　
静

し
ず
か

さ
ん
（
国
保
一
本
松
病

院
　
准
看
護
師
）
が
退
職
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
60
歳

以
上
の
中
国
・
樺
太
残
留
邦
人
の

方
々
に
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
支
給

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
20
年
１

月
１
日
時
点
で
要
件
に
当
て
は
ま
っ

て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

12
月
31
日
が
申
請
の
締
切
日
に
な
り

ま
す
。
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
厚
生
労
働
省
中
国
孤
児
等
対

策
室
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
厚
生
労
働
省
中
国
孤
児

等
対
策
室
（
TEL
０
３
︱

５
２
５
３
︱

１
１
１
１
〈
内
線
３
４
６
８
〉
）

　厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

(http://w
w
w
.m
hlw
.g
o
.jp/b
unya/

engo/dl/zanryukoji1
2
-0
1
.pdf)

　
平
成
24
年
度
か
ら
、
鑑
札
と
済
票

が
小
さ
く
な
り
、
小
型
犬
に
も
簡
単

に
装
着
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
か
わ
い
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
迷
子
に

な
っ
た
時
の
た
め
に
も
、
鑑
札
は
必

ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
す
で
に
登
録
済
み
の
方
で
も
、
古

い
鑑
札

を
本
庁

環
境
衛

生
課
又

は
各
支

所
へ
ご

持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
新
し
い
デ
ザ

イ
ン
の
鑑
札
を
再
交
付
し
ま
す
。

再
交
付
手
数
料
　
１
，６
０
０
円

問
合
せ
　
環
境
衛
生
課

　（
TEL
７
２
︱

７
３
１
６
）

着用イメージ

鑑札
注射済証

〔旧〕

〔新〕
〔新〕〔旧〕
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

３、４月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

 

税
務
課
等
か
ら
！

３
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

３・４月行事予定表

第１日曜日   4日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日 11日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

第３日曜日 18日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

春 分 の 日 20日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第４日曜日 25日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

３月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

10期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

9期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

3/27

4/26

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

3/23

4/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

3/21

4/20

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

3/19

4/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

3/15

4/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

3/13

4/12

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

3/9

4/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

3/7

4/6

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

3/5

4/4

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

3/1

4/2

日 曜 時　間 行事名 場　所

３月

4 日

8：30～17：00
第43回 南宇和郡
サッカー選手権大会

南レク城辺
多目的広場ほか

8：30～17：00
第34回 西日本軟式野球
大会南宇和支部予選

南レク
城辺球場

9：00～16：00
第14回 愛南
レクバレーボール大会

御荘B&G海洋
センター

5 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

6 火 9：00～16：30 愛南農産物コンクール A★MAX愛南店

7 水 8：30～13：00
第21回 愛南町
クロッケー親睦交流大会

南レク御荘
多目的広場

10 土 8：30～17：00
第29回 全日本少年軟式
野球大会南予ブロック予選

南レク城辺
球場ほか

11 日

8：30～17：00
第29回 全日本少年軟式
野球大会南予ブロック予選

南レク城辺
球場ほか

  8：30～
第4回 愛南町スポーツ少年
大会バレーボール競技

一本松交流
促進センター

14：00～
南光フェスティバル2012 
南宇和高校吹奏楽部
第26回定期演奏会

御荘文化
センター

14 水 13：00～15：00 行政相談
城の辺学習
館ほか

16 金 町内中学校卒業式 各中学校

17 土   9：30～
南宇和高校第2グラウンド
改修記念招待試合
（今治西高校野球部）

南高第2
グラウンド

18 日 11：00～14：00
第8回～まちを元気

に～げんき市
城辺商店街

19 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

22 木 町内小学校卒業式 各小学校

23 金 町内小・中学校修了式 各小・中学校

24 土
14：00～

東日本復興支援チャリティー
コンサートin愛南

御荘文化
センター

14：00～ 赤水小学校閉校式 赤水小学校

４月
2 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 月
町内小学校入学式 各小学校
篠山中学校入学式 篠山中学校

10 火 各中学校入学式 各中学校

11 水
10：00～ あいなん幼稚園入園式 あいなん幼稚園

13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか
16 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

22 日
9：00～17：00

第31回 四国西南地区
少年野球大会

南レク
城辺球場

13：00～15：00
愛媛FCマッチタウン公式戦
（ＶＳロアッソ熊本）

ニンジニア
スタジアム

28 土 10：00～17：00
第31回 四国西南地区

少年野球大会
南レク
城辺球場

29 日 10：00～15：00
第31回 四国西南地区

少年野球大会
南レク
城辺球場

愛いっぱい愛南産直市
４月２４日（火）～３０日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越

 ■3月  2日（金）～3月12日（月）　
　　　　　　　　　　  南宇和フォトクラブ写真展
 ■3月17日（土）～3月29日（木）
　　　　　　  倉田満子陶芸展「からふる作品展」

時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21
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愛 南 こ み ゅ に け ー し ょ ん

　3月5日はサンゴの日です。今月は愛南町のやや深い

海で見られる色鮮やかなサンゴを紹介します。

　ジュウジキサンゴの多い瀬の浜で潜ると、水深15mく

らいから太陽の光があまりとどかなくなり、深い青色だ

けの世界になってしまいます。そこで、持っている水中ラ

イトをつけると、ジュウジキサンゴ本来の色が鮮やかに

浮かび上がってきます。

　ジュウジキサンゴは花のようにも見えますが、植物で

はなく動物です。花びらのように見える触手で、小さな生き物をからめ捕り、体に不釣り合いな

大きな口で食べてしまいます。この写真もちょうど食事中のようです。美しいサンゴも、実は肉

食のハンターなのです。瀬の浜の海底には、ちょっぴり怖くて美しい秘密の花園が広がっている

のです。

(ジュウジキサンゴ  瀬の浜 水深25m 2010.8.1)　　　　　　 環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照

　本日! 海
う み び よ り

日和!!「秘密の花園」

2/4 正しい食生活を学ぼう!
　御荘文化センターで「高校生の食育教室」が行
われ、卒業後親元から離れてひとり暮らしを始め
る高校3年生13名が参加し、正しい食生活と自ら
の健康づくりについて理解を深めました。
　調理実習では、町食生活改善推進協議会の指導
により「鶏ささみのホイル焼き」「ブロッコリー
とえびのガーリック蒸し」などに挑戦。参加した
高校生たちは、「難しかったけど、うまく作るこ
とができた」と自信を見せていました。
　作った料理をみんなで試食した後、だしのとり
方や栄養のバランス、骨粗しょう症や適正体重、
コンビニ食の上手な選び方など食生活と健康につ
いて学びました。

2/3 サンゴ保護の活動により
表彰されました!

　松山市の全日空ホテルで、「第8回三浦
保環境賞」の表彰式が開催され、愛南町の
宇和海海中資源保護対策協議会(山下常

つ ね と み

臣
会長)が実施しているサンゴ保護の活動が
特別賞に選ばれました。同協議会では、豊
かな漁場環境の形成や観光産業にとっても
貴重なサンゴを守るため、地元ダイバーの
協力を得て、サンゴを食い荒らすオニヒト
デやシロレイシガイダマシ等を駆除してい
ます。

前列右端が山下会長
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愛 南 こ み ゅ に け ー し ょ ん
小児救急医療の現状を学ぼう!

　御荘文化センターで、子育て

支援グループ「こぶたたんぽ

ぽポケットとんぼ(増田和
か ず え

恵代

表)」の主催による「あいなん

小児救急医療学習会」が開催さ

れ、子育て中の母親や子育て支援

関係者など約90名が、愛南町の小児救急医療の

現状について理解を深めました。

　まず、消防本部から愛南町の救急医療搬送の

現状、保健福祉課から小児救急医療に関するアンケートの報告があり、続いて西脇小児医

療を守る会(兵庫県)代表の富永なおみさんを講師に同会の活動についての講演会が行われ

ました。

　講演では、医師増員の署名活動や小児医療についての勉強会、医師に感謝の気持ちを

伝える「ありがとうメッセージ」の作成などの活動内容が紹介されました。富永さん

は、活動を通じて「医療」が身近なものになり、「感謝」の気持ちが強く感じられるよ

うになったと話されていました。

　最後に、「愛南町の明日に向けて」をテーマにグループワーク(意見交換)も行われ、愛

南町の地域医療を守る方策について熱心な討論が行われました。

1/17〜19 伝統のひがしやま作りに挑戦!
　山出地区の共同加工場で、僧都小学校の全校児童16名が参加して「ひがしやま」作り
に挑戦しました。「ひがしやま」は町内各地に伝わる伝統的なお菓子で、サツマイモを
原料に砂糖や添加物を一切使わない、自然な甘さが特徴です。
　子ども達は、愛南グリーン・ツーリズム推進協議会の指導を受けながら、3日かけて芋
洗いから皮はぎ、芋炊き、そして炊き上がった芋を干して、さらにスライスして干す工
程に挑戦しました。
　出来上がった「ひがしやま」は、2月25日に御荘文化センターで開催された「子ども
農山漁村交流プロジェクトセミナー」の来場者にプレゼントしました。

冨永なおみさん

1/18
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元
気
い
っ
ぱ
い

　
ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

B&G会長杯ミニバレーボール大会 !
1/　

 15
　御荘B&G海洋センター体育館で、1部(一般)7チーム、2部(50歳以上)9チーム、合
計16チーム約120名が参加して「第19回B&G会長杯ミニバレーボール大会」が行わ
れました。
【大会結果は次のとおり】

1部 優勝 ラバーズ、準優勝 ぶぁブルス
2部 優勝 カルテット、準優勝 ウォーターリリー
大会優秀選手 尾﨑智

ち え

恵(ラバーズ)

ふれあい健康マラソン大会
2/　

  5

　御荘B&G海洋センターを起点に「第7回愛南町ふれあい健康マラソン大会」が行われ、1から4km
の各コースに、小中学生、高校生、一般など過去最高の658名が参加しました。当日は底冷えのす
る寒い日でしたが、沿道からは保護者などから多くの声援が送られ、参加者は自己ベストをめざし
て、寒さを吹き飛ばすかのように精一杯走っていました。
【大会結果は次のとおり。各部1位のみ掲載。なお、赤字は大会新又はタイ記録】

2部優勝
カルテット

1部優勝
ラバーズ

4分10秒

4分32秒

3分55秒

4分17秒

5分48秒

6分10秒

5分27秒(大会新)

5分56秒

7分04秒(大会新)

7分37秒(大会新)

7分34秒

7分23秒(大会新)

14分41秒

11分57秒

13分49秒

12分03秒

14分29秒

12分13秒

竹平慶
け い し

矢(菊川小)

尾﨑咲
さ わ

和(平城小)

大戸瑞
み ず き

貴(平城小)

吉見真
ま ふ ゆ

冬(城辺小)

清水晃
こ う だ い

大(東海小)

信田葉
は づ き

月(東海小)

藤田治
は る き

希(城辺小)

鈴木志
ゆ き の

野(城辺小)

永尾元
も と や

弥(平城小)

清水 悠
は る か

(赤水小)

山田成
し げ と

人(東海小)

二神明
あ す み

日美(一本松小)

上田俊
と し き

希(城辺中)

川﨑美
み ほ

歩(城辺中)

山本 海
か い

(城辺中)

濵 香
か れ ん

蘭(城辺中)

荒谷隆
た か ゆ き

透(城辺中)

加藤雛
ひ な こ

子(城辺中)

小学1年 男子(1km)	

     同    女子(1km)

小学2年 男子(1km)

     同    女子(1km)	

小学3年 男子(1.5km)

     同    女子(1.5km)

小学4年 男子(1.5km)

     同    女子(1.5km)

小学5年 男子(2km)

     同    女子(2km)	

小学6年 男子(2km)

     同    女子(2km)	

中学1年 男子(4km)

     同    女子(3km)	

中学2年 男子(4km)

     同    女子(3km)	

中学3年 男子(4km)

     同    女子(3km)

13分13秒
(大会新)
11分57秒
14分21秒
12分19秒
(大会タイ記録)
15分24秒
(大会新)
16分40秒

西﨑 優
ま さ る

(南宇和高校)

吉田らん(南宇和高校)
白石明

あ き ゆ き

幸
白石沙

さ お り

織

酒井平
つ ね お

雄

岩﨑早
さ ゆ り

百合

高校 男子(4km)	

高校 女子(3km)	
一般 男子(4km)	
一般 女子(3km)	

壮年 男子(4km)	

壮年 女子(3km)	

愛媛新聞社賞  二神明
あ す み

日美(小6女子の部 大会新記録・6年連続優勝)

        　　　　西﨑 優
ま さ る

(高校男子の部 大会新記録)

　一本松交流促進センターで、町内スポーツ少年団5団体39名が参加して
「第7回愛南町スポーツ少年大会剣道競技」が行われました。
【大会結果は次のとおり。】

個人戦
 男女1・2年生の部
 優勝 西山 響

ひ び き

(一本松)　準優勝 池田大
た い が

雅(一本松)
 男子3・4年生の部
 優勝 藤田脩

し ゅ う と

人(深浦)　準優勝 藤田治
は る き

希(深浦)
 女子3・4年生の部
 優勝 吉村明

あ か り

香里(城辺)	 準優勝 中谷 巴
と も

(深浦)
 男子5・6年生の部
 優勝 二神 啓

け い

(一本松)　準優勝 上杉悠
ゆ う ま

真(深浦)
 女子5・6年生の部
 優勝 二神明

あ す み

日美(一本松)　準優勝 本多咲
さ き

稀(久良)

 総合の部
 優勝 二神明

あ す み

日美(一本松)　準優勝 二神 啓
け い

(一本松)
団体戦
 低学年の部
 優勝 平城剣道会A　準優勝 一本松剣道会
 高学年の部
 優勝 城辺子供剣道会A　準優勝 一本松剣道会A
愛南町スポーツ少年団本部長賞
 二神明

あ す み

日美(一本松剣道会)

スポ少剣道大会
2/　

 11

団体戦低学年の部優勝
平城剣道会A
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 3月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   

土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  

育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流

各種ワークショップ
日～金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１

子育て 
  (電話)相談

木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

あなたの子育てをサポートします

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●思い出作り
3月15日(木)～27日
(火)

●7日(水)ベビースリング
●18日(日)げんき市
城辺商店街が歩行者天国
に!キッズコーナーありま
す♪

●2日(金)23日(金)26日
(月)は夢創造館で実施

●毎週

はまゆう
乳幼児
保育所

東海
保育所

船越
保育園

城辺
幼稚園
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看
護
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集
！

㈳
愛
媛
県
看
護
協
会
か
ら

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

待
ち
て
買
う
天
ぷ
ら
温
し
冬
の
波
　
　
　
　
　
小
島
　
泰
子

注
連
縄
を
掛
け
て
小
浦
の
氏
子
神
　
　
　
　
　
長
尾
　
則
夫

く
せ
の
あ
る
文
字
堂
々
と
賀
状
来
る
　
　
　
　
木
村
　
智
子

新
し
き
年
を
見
守
る
展
望
塔
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
峰
月

鍋
焼
き
の
湯
気
を
囲
み
て
四
人
組
　
　
　
　
　
田
口
ひ
さ
子

恙
な
く
迎
え
し
新
年
老
の
日
々
　
　
　
　
　
　
安
岡
　
紫
峰

鈍に
び

色
の
空
に
大
胆
冬
の
虹
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
千
代
子

寒
に
入
る
お
粥
に
藻
塩
ひ
と
つ
ま
み
　
　
　
　
濵
　
　
初
榮

初
空
に
廻
る
大
輪
鳶
三
羽
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
八
重
子

◆
御
荘
俳
句
会

日
の
波
と
な
り
盛
り
上
が
る
春
の
潮
　
　
　
　
加
洲
勢
津
子

菜
園
は
踏
み
所
な
き
茗
荷
竹
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
松
恵

大
吉
を
拒
め
ぬ
年
の
始
ま
り
て
　
　
　
　
　
　
矢
鋪
　
　
都

筆
跡
に
母
の
お
も
か
げ
雛
の
箱
　
　
　
　
　
　
山
本
　
金
子

◆
檳
榔
子

初
春
や
雷
門
の
異
人
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
若
山
　
節
子

海
に
陽
の
錦
織
り
な
す
年
新
た
　
　
　
　
　
　
濵
野
　
康
子

メ
ニ
ュ
ー
囲
む
餅
花
揺
る
る
喫
茶
店
　
　
　
　
小
島
　
泰
子

初
漁
や
大
波
蹴
立
て
船
戻
る
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
菫

皆
既
月
蝕
オ
レ
ン
ジ
手
毬
冬
闇
に
　
　
　
　
　
若
林
八
重
子

ど
ん
ど
焼
き
椎
の
大
木
煙
か
ろ
う
　
　
　
　
　
山
口
　
和
子

一
月
や
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
夫
と
見
て
　
　
　
吉
田
　
朝
子

年
新
た
茶
柱
立
ち
し
朝
の
膳
　
　
　
　
　
　
　
三
好
ミ
キ
ヱ

玻は

り

ど

璃
戸
よ
り
日
矢
一
筋
に
年
新
　
　
　
　
　
　
吉
田
モ
ミ
ヱ

◆
西
海
俳
句
会

久
々
の
友
と
語
り
し
日
の
短
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
久
江

み
ち
の
く
に
思
い
は
せ
つ
つ
春
を
待
つ
　
　
　
利
根
早
智
江

寒
涛
夜
眠
れ
ぬ
夜
は
目
を
と
じ
て
　
　
　
　
　
吉
田
　
朝
子

今
は
亡
き
恩
師
の
墓
石
秋
し
ぐ
れ
　
　
　
　
　
吉
田
　
笑
代

冬
涛
や
校
歌
呟
く
校
舎
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
弘
定

◆
新
く
さ
の
葉
短
歌
会
（
は
こ
べ
）

ヤ
ブ
ラ
ン
の
白
き
穂
花
の
咲
き
初
め
て
ロ
ウ
バ
イ
の
木
陰
少
し
明
る
む
　
　
　
　
　
土
居
　
　
清

墨
を
濃
く
背
す
じ
伸
ば
し
て
書
初
め
を
先
ず
筆
太
に
「
知
足
」
と
か
く
　
　
　
　
　
倉
田
美
津
枝

段
畑
の
我
が
家
の
蜜
柑
糖
度
高
く
品
評
会
に
表
彰
さ
れ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
ト
ミ
子

姉
の
羽
織
作
り
直
し
て
カ
ー
テ
ン
に
唯
に
恋
し
く
面
影
浮
か
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
コ
マ
ヱ

三
日
居
て
帰
り
行
く
娘こ

を
見
送
れ
ば
間
を
お
き
て
降
る
雪
の
冷
た
さ
　
　
　
　
　
　
長
田
ハ
ル
子

入
り
陽
射
す
水
平
線
よ
り
幾
百
の
か
も
め
引
き
連
れ
帰
る
漁
船
　
　
　
　
　
　
　
　
西
﨑
　
文
恵

く
る
く
る
と
回
る
モ
ッ
プ
に
窓
を
拭
く
災
ひ
多
か
り
し
年
の
終
る
日
　
　
　
　
　
　
前
田
　
　
充

　
毎
年
５
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
含
む
週
間
を
「
看
護

週
間
」
と
し
て
全
国
的
に
多
彩
な
行
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
看
護
の
心
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
病
院
や
地
域
で
体
験
さ
れ

た
「
看
護
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

募
集
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
「
１
日
看

護
部
長
」
も
募
集
し
ま
す
。
看
護
師
を

め
ざ
す
若
者
、
看
護
師
に
な
り
た
か
っ

た
方
な
ど
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
　
㈳
愛
媛
県
看
護

協
会（
７
９
０
︱

０
８
４
３
　
松
山
市

道
後
町
２
丁
目
11
︱

14
）
（
TEL
０
８
９
︱

９
２
３
︱

１
２
８
７
）
（E

-m
ail n

u
rsin
g
-

ehim
e@
circus.ocn.ne.jp

）

募集要項
「看護エピソード」募集 「1日看護部長」募集

募集資格
①小中学生の部、②一般の
部（高校生を含む）、③医療
関係者の部

愛媛県内在住者

募集内容

住所・氏名・性別・年齢・
連絡先を明記し、「看護」に
まつわるエピソードについ
て800字以内で募集

住所・氏名・性別・年齢・
連絡先を明記し、「1日看護
部長」になりたい理由をは
がきで送付

募集期間 1月4日（水）〜3月16日（金） 1月4日（水）〜3月16日（金）

応募方法 郵送又はメール はがき又はメール

受賞内容

最優秀賞　1万円の図書券
　　　　　（各部門1名）
優秀賞　　5千円の図書券
　　　　　（各部門2名）
入選　　　2千円の図書券
　　　　　（各部門3名）

病院 松山赤十字病院
採用者　3名程度、5千円の
図書券贈呈

選考 看護の日実行委員会 看護の日実行委員会

その他
授賞式 5月12日（土）

（看護の日記念行事開催日）
実施日 5月11日（金）午前中
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所
（TEL70−1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委員が相談をお受
けします（1回の相談人数は8人までで事前に予
約が必要。定員に達した場合は受付を終了）。

３月１３日（火）14時〜16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名が日常生活で
かかえる心配ごとの相談をお受けします。

３月１０日（土）・２８日（水）
　14時〜16時
　御荘老人福祉センター

（１月受付分）

（１月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

記
念
招
待
試
合
の
ご
案
内
！

南
宇
和
高
校
か
ら

ま
ち
を
元
気
に
！「
げ
ん
き
市
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

保
健
福
祉
課
か
ら

商
工
観
光
課
か
ら

「
県
境
無
料
法
律
相
談
会
」

の
お
知
ら
せ
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

　
南
宇
和
高
校
第
２

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修

を
記
念
し
て
、
野
球

の
招
待
試
合
を
行
い

ま
す
。
多
く
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
南
宇

和
高
校
野
球
部
に
温
か
い
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
17
日（
土
）記
念
式
典
８
時

30
分
〜
試
合
開
始
９
時
30
分
〜（
予
定
）

場
所
　
南
宇
和
高
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
戦
校
　
今
治
西
高
校
野
球
部

問
合
せ
　
南
宇
和
高
校

（
TEL
７
２
︱

１
２
４
１
）

日
時
　
３
月
18
日（
日
）11
時
〜
14
時

（
歩
行
者
天
国
10
時
〜
15
時
）

※
展
示
ブ
ー
ス
　
３
月
17
日（
土
）午
後
〜
18

日（
日
）午
後

場
所
　
城
辺
商
店
街
、
プ

ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん

内
容
　
リ
ヤ
カ
ー
市
な

ど
の
バ
ザ
ー
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
、
町
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
展
、
腕
に
覚
え
の
素

人
展
、
路
上
ラ
イ
ブ
、
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
な
ど

問
合
せ
　
愛
南
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
　
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん（
TEL

７
３
︱

２
２
８
８
）

　
借
金
問
題
や
多
重
債
務
等

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
解
決

で
き
ま
す
。
そ
の
他
法
律
に
関

す
る
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
10
日（
土
）

10
時
〜
15
時

場
所
　
平
城
交
流
セ
ン
タ
ー

共
催
　
愛
媛
県
司
法
書
士
会
・

　　　高
知
県
司
法
書
士
会

問
合
せ
　
愛
媛
県
司
法
書
士
会

（
TEL
０
８
９
︱

９
４
１
︱

８
０
６
５
）

　広報「あいなん」２
月号25ページの「ス
ポ少サッカー大会！」
について、３部準優勝
チームの名称を「城辺
サッカースクール・セ
レネ」と表記していま
したが、正しくは「御
荘サッカースクール・
セレネ」でした。訂正
してお詫びします。

訂正とお詫び
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愛南町の人口
平成 24 年 2 月 1 日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
情
報
な
ど
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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愛
は

南
か
ら

10,880 戸

24,854 人

11,638 人

13,216 人

世帯数

人口

　男

　女

　プロの競艇選手を引

退し、愛南町外泊地区

で遊漁船の船長をはじ

めた松村賢
け ん い ち

一さんをご

紹介します。

　松村さんは山口県出

身、昨年 8 月まで競艇

選手として活躍、16 年間で通算約 700 勝を挙げ

ていました。小さい頃から釣りが大好きで、現役

時代にもたびたび愛南町へ磯釣りに訪れていたそ

うです。約 1 年半前に愛南町に移住、周囲の協力

を得て、このたび念願の遊魚船「まつけん丸」が

完成、外泊漁港で進水式を行いました。

　「ここまでこぎつけたのは愛南町の皆さんのお

陰。まだまだ未熟者ですが、今までの磯釣り経

験を生かし、お客様の気持ちを一番に、今までに

ないオリジナルな遊魚船にしたい」と意気込みを

語っていただきました。

　今月号では、愛なんうまい

もんコンテストや愛なん料理

レシピ、高校生の食育教室、

僧都小学校のひがしやま作り

と料理に関する記事を多く掲

載しました。中でも、うまい

もんコンテストグランプリの

「熱アツ ! ブリさつま」を食べ

ることができなかったのは残

念です。機会があればぜひ味

わってみたいと思います。

　さて、僧都小学校の子ども

達が挑戦した「ひがしやま」

作り。私が子どもの頃にもあっ

たお菓子で、とても懐かしく

取材させていただきました。

ただ、もっと白っぽくて硬い

イメージがあったのですが、

子ども達がつくっていたもの

は、赤っぽくて柔らかく食べ

やすいもので、同じ町内でも

地域によって作り方が違うの

かなと感じました。

　昔から、何で「ひがしやま」

というのだろう不思議に思っ

ていましたが、インターネッ

トで調べてみると、干してカ

チカチにするという意味の古

い土佐弁「ひがちばる」が語

源という説と、山で採れる

干
ひ が し

菓子 ( 水分の少ない乾燥した

和菓子、落
らくがん

雁や煎
せんべい

餅、八ツ橋

なども含まれる ) という意味の

「干
ひ が し や ま

菓子山」が語源だという説

があるようです。干し芋は全

国各地にあるようですが、「ひ

がしやま」と呼ぶのは、南予

と高知県の幡多地方だけのよ

うです。「ひがしやま」という

名称とともに後世に残して欲

しい愛南の名菓です。


